
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 特集 

山陽小野田市民病院  

〒756-0094 山陽小野田市東高泊 1863-1 

TEL(0836)83-2355  FAX(0836)83-0377 
E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/ 
 

病院の理念   誠実 公正 連携 

基本方針   
・親しみやすく、思いやりのある医療を誠実に行います。 
・全人的かつ専門的で、良質な医療を行います。 
・患者さんの気持ちと権利を尊重し、心温かい療養環境
を提供します。 

・市民病院としての使命を自覚し、患者さんのニーズに
適切にお応えします。 

・保健・医療・福祉・介護の連携を推進します。 

地域の皆様の健康とより良い病院をめざして 

外科の紹介 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp
https://sanyo-onoda-city-hosp.jp/
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外
科
で
は
４
名
の
常
勤
医
師
と
１
名
の
非
常
勤
医

師
で
、
主
に
①
消
化
器
外
科
、
②
血
管
外
科
、
③
乳

腺
内
分
泌
外
科
、
④
呼
吸
器
外
科
分
野
の
手
術
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

①
消
化
器
疾
患
に
対
し
て
は
従
来
の
開
腹
手
術
だ
け

で
な
く
腹
腔
鏡
下
手
術
も
行
っ
て
お
り
、
近
年
で

は
腹
腔
鏡
下
手
術
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

②
下
肢
静
脈
瘤
に
対
し
て
は
高
周
波
焼
灼
術
を
基
本

と
し
て
い
ま
す
が
、
病
状
に
よ
り
ス
ト
リ
ッ
ピ
ン

外
科
の
特
色 

 

 

 

日本外科学会専門医 

特集 

 １  

「外科」は、手術によって疾患を治療する診療科です。  

体に何らかの異常があり、内科など他の診療科を受診したが、  

 手術でないと治療が難しいと判断された場合に  

外科を受診することになります。  



グ
手
術
・
静
脈
切
離
術
・
硬
化
療
法
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

③
乳
腺
疾
患
に
対
し
て
は
マ
ン
モ
ト
ー
ム
を
用
い
て

診
断
し
て
い
ま
す
。
乳
癌
に
対
し
て
は
セ
ン
チ
ネ

ル
リ
ン
パ
節
生
検
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

④
呼
吸
器
疾
患
に
対
し
て
は
胸
腔
鏡
下
手
術
を
主
に

行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
手
術
の
み
な
ら
ず
術
前
術
後
の
化
学
療

法
・
再
発
後
の
緩
和
医
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
９
年
～
２
０
２
０
年
の
手
術
総
数
は
６
９
０

例
で
し
た
。
主
な
疾
患
と
そ
の
手
術
数
は 

①
大
腸
癌 

60
、
胃
癌 

17
、
肝
細
胞
癌
・
転
移
性
肝

癌 

２
、
食
道
癌
１
、
急
性
胆
嚢
炎
・
胆
嚢
結
石
症 

89
、
急
性
虫
垂
炎 

26
、
痔
核 

４
、
直
腸
脱 

３
、

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア 

67 

②
下
肢
静
脈
瘤 

62
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症 

７ 

③
乳
癌 

38 

④
肺
癌
・
転
移
性
肺
癌 

３
、
気
胸 

９ 

で
し
た
。 

    

 

■
大
腸
癌 

大
腸
は
水
分
の
吸
収
や
便
の
形
成
を
行
う
臓
器

で
す
。
大
腸
に
癌
が
発
生
し
た
場
合
に
は
出
血
・
狭

窄
・
便
秘
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
、
基
本

的
に
内
視
鏡
的
切
除
や
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

       

■
胃
癌 

胃
は
上
腹
部
に
位
置
す
る
食
物
を
貯
留
・
消
化
す

る
袋
で
す
。
胃
に
癌
が
発
生
す
る
と
、
内
視
鏡
的
切

除
や
手
術
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

      

■
肝
細
胞
癌
・
転
移
性
肝
癌 

肝
臓
は
右
上
腹
部
に
位
置
す
る
物
質
の
解
毒
・
代

謝
に
重
要
な
人
体
最
大
の
臓
器
で
す
。
肝
臓
か
ら
癌

が
発
生
し
た
り
、
他
の
臓
器
に
で
き
た
癌
が
肝
臓
に

転
移
す
る
と
手
術
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

         

■
急
性
胆
嚢
炎
・
胆
嚢
結
石
症 

胆
嚢
は
右
上
腹
部
に
位
置
し
、
肝
臓
に
ぶ
ら
下
が

っ
て
い
る
胆
汁
を
貯
蔵
す
る
臓
器
で
す
。
胆
嚢
に
炎

症
が
起
き
た
り
、
胆
嚢
内
に
あ
る
結
石
の
た
め
に
症

状
が
出
現
す
る
と
、
手
術
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

     

主
な
疾
患
に
つ
い
て 
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 ２  



■
急
性
虫
垂
炎 

虫
垂
は
右
下
腹
部
に
位
置
す
る
臓
器
で
、
虫
が
垂

れ
下
が
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
命
名
さ

れ
ま
し
た
。
虫
垂
は
大
腸
の
始
ま
り
で
あ
る
盲
腸
と

連
続
し
て
い
ま
す
。
急
性
虫
垂
炎
は
俗
に
「
盲
腸
」

と
も
呼
ば
れ
、
基
本
的
に
手
術
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

      

■
痔
核 

痔
核
は
直
腸
肛
門
領
域
の
静
脈
が
こ
ぶ
状
に
な

っ
た
も
の
（
静
脈
瘤
）
で
す
。
痔
核
の
サ
イ
ズ
が
大

き
く
な
っ
た
り
、
肛
門
外
に
脱
出
す
る
と
出
血
や
疼

痛
を
生
じ
る
た
め
、
手
術
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 ■
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア 

俗
に
言
う
脱
腸
で
す
。
お
腹
を
内
側
か
ら
覆
っ
て

い
る
膜
（
腹
膜
）
が
、
鼠
径
部
に
存
在
す
る
孔
か
ら

脱
出
し
て
い
る
病
気
で
す
。
腹
腔
内
臓
器
が
脱
出
し
、

締
め
つ
け
ら
れ
た
ま
ま
元
に
戻
ら
な
く
な
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、
基
本
的
に
は
全
例
手
術
が
必
要
で
す
。 

■
下
肢
静
脈
瘤 

足
の
静
脈
が
こ
ぶ
状
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
瘤
・

色
素
沈
着
・
潰
瘍
な
ど
の
見
た
目
だ
け
で
は
な
く
、

足
が
だ
る
く
な
り
ま
す
。
症
状
が
ひ
ど
い
場
合
は
手

術
適
応
に
な
り
ま
す
。 

 

■
乳
癌 

乳
癌
は
近
年
増
加
傾
向
で
、
治
療
法
が
多
い
の
が

特
徴
で
す
。
手
術
療
法
と
し
て
は
乳
房
の
部
分
切
除

や
全
摘
、
脇
の
リ
ン
パ
節
（
腋
窩
リ
ン
パ
節
）
に
対

す
る
セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生
検
や
郭
清
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
手
術
以
外
の
治
療
と
し
て
化
学
療
法
（
抗

癌
剤
）
、
ホ
ル
モ
ン
剤
、
放
射
線
療
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
。 

       

■
肺
癌
・
転
移
性
肺
癌 

肺
は
左
右
の
胸
腔
内
に
存
在
す
る
臓
器
で
す
。
肺

か
ら
癌
が
発
生
し
た
り
、
他
の
臓
器
に
で
き
た
癌
が

肺
に
転
移
す
る
と
手
術
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。 

       

■
気
胸 

肺
に
孔
が
あ
く
事
に
よ
り
、
胸
腔
内
に
空
気
が
流

入
し
肺
が
虚
脱
す
る
（
肺
が
し
ぼ
む
）
病
気
で
す
。

治
療
法
に
は
流
入
し
た
空
気
を
胸
腔
外
に
脱
気
す
る

胸
腔
ド
レ
ナ
ー
ジ
や
、
胸
腔
鏡
下
肺
部
分
切
除
な
ど

が
あ
り
ま
す
。 

 

 

 

外
科
で
は
上
記
の
よ
う
な
多
彩
な
疾
患
に
対
す
る

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
達
は
、
患
者
さ
ん
や
ご

家
族
の
希
望
、
患
者
さ
ん
の
状
態
や
疾
患
の
重
症
度

な
ど
を
総
合
的
に
考
え
た
上
で
治
療
方
針
を
決
め
て

い
ま
す
。
疑
問
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

患
者
さ
ん
へ 

 ３  
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当院薬剤部では、新型コロナウイルスワクチンの管理や調製に関わってきました。 

今回は、コロナウイルス感染症の治療に用いられるようになった中和抗体療法についてご紹介します。 

 

現在承認されている中和抗体療法には、 

2 種類の中和抗体（カシリビマブ/イムデビマブ：商品名ロナプリーブ※図①）を組み合わせて点

滴する抗体カクテル療法と 

1 種類の中和抗体（ソトロビマブ：商品名ゼビュディ※図②）を点滴する治療法があります。 

 

中和抗体療法は、発症から７日以内の軽症から中等症、特に肺炎を起していない初期の患者さんに

投与することで、重症化を防ぐ効果があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中和抗体療法はどうやって効くの❓ 

新型コロナウイルスは、スパイクタンパク質を用いて人の細胞に侵入し、その後増殖しますが、抗

体カクテル療法では２種類の中和抗体がウイルスの表面にあるスパイクタンパク質に結合することで、

ウイルスが細胞に侵入するのを防ぎます。（図③） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、ソトロビマブは 1 種類ですが、同様の作用機序で、コロナ

ウイルスが人の細胞に侵入するのを防ぎます。  

 
４ 

 

～ 薬剤師に聞こう ～ 
vol.32 

 

図② ソトロビマブ 

商品名 ゼビュディ 

図① カシリビマブ/イムデビマブ 

商品名 ロナプリーブ 

薬剤部 山本 早代 

図③（東京都福祉保健局 HP より） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

医療事務の専門家が教えます 

Ｅ係長 

  

マイナンバーカードを保険証として使うと、 

限度額認定証がなくても、手続きなしで高額療養費制度における限度額を超える支払いが免除されます。

（限度額以上の一時的な支払いが不要になります。） 

 

令和3年10月20日より、マイナンバーカードを保険証として利用できるようになりました。 

当院では下記の流れで利用することができます。ご利用の際は総合受付にてお申し出ください。 

 

医
療
法
人
社
団
医
聖
会  

井
上
医
院 

院
長 
井
上 

信
一 

先
生 

 

当
院
が
、
現
在
地
に
開
院
し
、
は
や
22
年
の
歳

月
が
過
ぎ
、
光
陰
矢
の
ご
と
し
、
と
感
じ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。 

 

脳
神
経
外
科
領
域
に
お
い
て
も
、
従
前
の
大
き

な
開
頭
術
は
少
な
く
な
り
、
い
か
に
整
容
的
感
点

か
ら
手
術
創
を
小
さ
く
す
る
か
と
い
う
こ
と
を

重
要
視
し
て
い
ま
す
。 

 

早
期
の
軽
度
の
内
科
的
、
外
科
的
疾
患
、
軽
微

な
外
傷
性
疾
患
は
当
然
な
が
ら
、
脳
神
経
外
科
的

疾
患
と
し
て
は
、
頭
部
外
傷
（
救
急
を
含
む
）、
脳

卒
中
、
脳
挫
傷
、
て
ん
か
ん
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

な
ど
の
変
性
疾
患
、
水
頭
症
な
ど
の
先
天
性
奇

形
、
脊
椎
脊
髄
疾
患
、
末
梢
神
経
疾
患
な
ど
、
多

く
の
疾
病
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

主
た
る
部
の
手
術
を

山
大
病
院
や
興
産
病
院

で
完
了
し
た
近
隣
の
患

者
様
方
は
、
必
要
に
応
じ

て
術
後
経
過
を
当
院
で

加
療
し
な
が
ら
、
見
る
こ

と
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。 

医療法人社団医聖会 井上医院 

所 在 地 山口県山陽小野田市新生2丁目４－２ 

電話番号 0836-81-1213 

診療時間 午前 月曜日～土曜日： 9：00－12：30 

     午後 月・火・水・金：14：00－18：00  

休  診 木曜日午後・土曜日午後・日曜日・祝日 

マイナンバーカードを健康保険証として利用するための手続きも当院設置機器で可能です。 

当院設置機器です。 

矢印の場所にカードを

置くと 

受付開始します。 

〒

 190 

 
５ 

高額療養利用の場合 

マイナンバーカード

の受付 

本 人 確 認 

(顔認証もしくは暗証番号) 

( 顔認証もしくは暗証番号) 

受 付 完 了 高額療養費制度を 

利用をタッチ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

秋季 

 この作品は中国青島市に持参するために、国

花…菊、国鳥…雉 をあしらったものです。 

 秋の霧の中に雉が飛び、その前に咲き誇る菊

（すなわち日本国）と誇示した作品です。 

 

日本画家 宇田 孝峰 
     （うだ こうほう） 

 

 

花材名 小豆(あずき）柳、ゆり 
    、小菊、  
撮影日 １１月１８日 

毎週病院玄関ロビーにて生け込みを 
していただいています。 

柴山流 小野田支部 

 

ぽんちゃん 

 

２０２１年3月生まれのポメラニアンの男
の子♪ぽんちゃんは我が家の一番ちびっ子な

ので元気いっぱいの可愛い笑顔に癒やされま
す。(*^o^*)        （看護師 寄本） 

２０１４年１０月に新病院への移転とともに更新となった総合医療情報システムも、導入か

ら７年を経過し、この度新システムへと移行いたしました。当院では、２００７年に初代の電子

カルテを導入して2 度の更新を行ったことになります。 

現在、当院で稼働しているクライアント（入力操作用）端末は３３０台で、部門専用のものや、インターネット

端末等も含めるとさらに３０台以上が設置されています。端末台数が増えるにつれ心配される、端末個々のセキュ

リティ対策もしっかり行っており、端末管理システム等も導入しております。また、今回新規に注射や輸血の認証

および画像入力もできるスマートフォンも導入しました。より効率的な入力が可能になると期待しております。 

迅速で正確な情報伝達と、皆様の大切な診療記録の安全な管理のため、これからも努力して参ります。 

（診療情報管理室 村田 良孝） 

 
６ 

１１月１４日の世界糖尿病デーは、国際糖尿病連合(IDF)と世界保健機関(WHO)によって制定されました。         

この日は、インスリンを発見したカナダのバンティング博士の誕生日にちなんでおり、２０２１年は、インスリ

ン発見から１００年目の記念すべき年となります。糖尿病治療は、インスリンの発見により飛躍的な進歩をとげ、

糖尿病に苦しむ世界中の人たちに大きく貢献しました。この日を中心に、全世界で繰り広げられる糖尿病啓発キャ

ンペーンは、糖尿病の予防や治療継続の重要性について市民に周知する重要な機会となっています。キャンペーン

には、青い丸をモチーフにした「ブルーサークル」が用いられますが、これは、糖尿病に関する国連決議が採択さ

れたシンボルマークです。どこまでも続く空を表す「ブルー」と、団結を表す「輪」をデザインし、世界中で糖尿

病抑制に向けたキャンペーンを推進しています。  

この時期になると、全国でさまざまな建物が青くライトアップされています。山口県

内でも、錦帯橋など 8 つの市で青くライトアップされました。当院の玄関フロアにもブ

ルーサークルを設置していました。世界糖尿病デーを機に、ご自分やご家族、大切な人と

ともに、糖尿病について考え、予防に向けた一歩を踏み出していただきたいと思います。 

          看護師（日本糖尿病療養指導士）  肥田陽子  

 



 

診療科名  月 火 水 木 金 

内 科 

一  診 豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

松隈雅史 
(血液･糖尿病･内分泌 ) 
☆有好香子 

(糖尿病・内分泌 ) 

☆湯尻俊昭 
(第 2・ 4 水曜日午後・血液 ) 

豊重充広 
(糖尿病･内分泌･血液 ) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

二  診 時山  裕 
(消化器 ) 

矢賀  健 
(糖尿病・内分泌 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

山口大学医師 
☆山﨑隆弘 
(午後・肝臓外来 ) 

山口大学医師 
(リウマチ・膠原病 ) 

三  診  安田真弓 
(消化器 ) 

☆伊藤千与 
(午前・呼吸器 ) 

時山  裕 
(消化器 ) 

安田真弓 
(消化器 ) 

四  診 山口大学医師 
(午前・循環器 ) 

☆河村  篤 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

☆平野綱彦 
(午後・呼吸器 ) 

☆河村  篤 
(午前・循環器 ) 

五  診 小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

小林正和 
(循環器 ) 

山本普隆 
(循環器 ) 

外 科 

一  診 大樂耕司 藤岡顕太郎 大樂耕司 藤岡顕太郎 藤岡顕太郎 

二  診 
 8:30 –  9:00 

11:00 – 11:30 
末廣祐樹  末廣祐樹 野村真治 

8:30 – 11:30 
大樂耕司 野村真治 

8:30 – 11:30 

午  後 
13:00 – 17:00 

☆田中俊樹 
(呼吸器外科外来 )     

整 形 外 科 

一  診 脇阪敦彦 ☆河合伸也 脇阪敦彦 脇阪敦彦 (新患 ) 前田  崇 (新患 ) 

二  診 金子  昇 (新患 ) 金子  昇 ☆柿並康太郎(新患) 前田  崇 金子  昇 

三  診 ☆瀬戸哲也 (新患) 前田  崇 ☆川上武紘 (新患)   

脳神経外科 
(紹介・再診のみ ) 

一  診  
(診療時間 )10:00–11:30 

 ☆岡  史朗    ☆岡  史朗  

小 児 科 

 
乳児検診・  
予防接種 :予約制  

午  前  
(受付時間 ) 9:00–11:00 

☆岡﨑史子  ☆星出まどか  

☆橘髙節明  
(第 1・ 3・ 5 水曜日 ) 

☆岡田裕介  
(第 2・ 4 水曜日 ) 

☆岡﨑咲栄  ☆市来章裕  

午  後  
(受付時間 )13:30–15:30 

☆長谷川俊史  
(1 回目 )  

☆小林  光  
(2 回目以降 )  

 ☆藤本洋輔  ☆濱野弘樹  ☆兼安秀信  

産 婦 人 科 

婦 人 科  住浪義則  平野恵美子  
 9:00 – 12:00 

住浪義則  村上明弘  藤田麻美  

産  科  

村上明弘  藤田麻美  

村上明弘  
住浪義則  平野恵美子  

9:00 – 12:00 

平野恵美子  
 9:00 – 12:00 

村上明弘  藤田麻美  住浪義則  

午  後  
(予約のみ ) 

藤田麻美  
13:00 – 16:00 

  平野恵美子  
13:00 – 16:00 

 

皮 膚 科 一  診  ☆杉本紘子   ☆浅野伸幸    

精 神  科  
完全紹介予約制  

一  診      ☆土生建介  

眼 科 
午  前  ☆内  翔平  ☆湧田真紀子  ☆波多野誠  ☆徳久佳代子   

午  後  
(受付時間 )13:00–15:00  

☆内  翔平    ☆長谷川実茄  ☆宮嵜智景  

耳鼻咽喉科 午  後  
(受付時間 )14:00–16:00  

☆橋本  誠   ☆橋本智子  
※受付時間 14:00～ 15:30  

☆田原哲也  
(第 1・ 3 木曜日 )  

☆菅原一真  

泌 尿 器 科 
一診(新患) 山本義明  山本義明  山口大学医師  北原誠司  山本義明  

二診(再来) 瀧原博史  北原誠司  山本義明  瀧原博史  北原誠司  

麻 酔 科 

疼痛外来  内田雅人  河野瑠美  内田雅人  内田雅人   

術前診察  河野瑠美  内田雅人  河野瑠美  河野瑠美  内田雅人  

緩和ケア  
10:00 – 12:00  

  内田雅人    

歯科口腔外科 
(原則予約制 )  

必ず歯科口腔外科で

予約をお取り下さい  

(新患受付時間 ) 
 8:30 – 11:00 

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

14:00 – 15:00 
福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

福田てる代  
浜辺優子  

☆梅田浩嗣  
(手術患者のみ ) 

福田てる代  
浜辺優子  

脳神経内科  
完全紹介予約制  

午  後     ☆西原秀昭   

禁 煙 外 来 
完全予約制  

午  後  篠崎文彦      

☆非常勤医師  

 

※外来受付時間（初診 11:00 まで／再診 11:30 まで）外に受診を  
希望される際は、必ず来院前にお問い合わせください。  山
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お問い合わせ：山陽小野田市民病院  総務課  
Tel 0836-83-2355 Fax 0836-83-0377 E-mail：med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp 

山陽小野田市民病院診療日程表 
(令和３年１２月１日現在)   の医師は要予
約 

mailto:med-soumu@city.sanyo-onoda.lg.jp

